
                                                           

 

 



 

福島県会津若松を修学旅行先に選ぶ仙台市立の小学校の数が、東京電力福島第１原発事故前の水準にほぼ回

復したことが分かった。仙台市教育委員会は「風評が収まりつつある」とみるが、旅先を会津に戻さない学校

もあり、依然に影響を残している。 

仙台市立の小学校が主に修学旅行で訪れる岩手、山形、福島３

県の校数の推移はグラフの通り。2010 年度は全 125校中、106校

が福島県だった。その大半が会津に足を運び、戊辰戦争で戦った

白虎隊が最期を遂げた飯盛山
いいもりやま

などを訪ねた。原発事故直後の 2011

年度は４校に激減した。仙台市教育委員会によると、一部保護者

から「福島に行かせるのは不安」「会津は大丈夫でも途中が危険

なのではないか」などの声が上がったことが理由にあがった。 

その後は徐々に増え続け、2017年度は 92校まで回復。保護者からの懸念の声はほぼなくなったという。 

しかし、風評以外の理由で福島県に戻さない学校もある。青葉区のある小学校は原発事故後に行き先を岩手県

に変更した。校長は「校内に福島から避難している児童がいる。つらい経験を思い出させないよう学校として

配慮している」と説明した。新年度も岩手を検討しており「避難している児童が卒業するまでは福島へは戻さ

ないつもりだ」と話した。                     河北新報 2018 年 2 月 11 日より 

東京電力福島第１原発事故に伴い、福島市の仮校舎で学ぶ相馬
そ う ま
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校の演劇部が東京都内で舞台公演をする。３年生の５人が３月に卒業、

後輩部員がおらず廃部になるため最後の公演となる。リハーサルでは部長

の菅野千那さん（18）が「東京の人に福島の現状を伝えたい」と話した。 

 

 公演する「サテライト仮想劇」は 2016年に東北地区高校演劇発表会で最

優秀賞を獲得。2017 年８月、仙台市であった全国大会に出場した。学校が

村で再開しても、村に通学せずに転校を選ぶ生徒の葛藤を劇中で表現して

いる。全国大会で舞台を見て、企画を持ち上げた劇作家オノマリコさん（34）

は、「飯舘校は不登校などの事情で全日制に行けない子どもの受け皿にもな

っていた。原発事故という悲劇の結果だが、子どものセーフティーネットに

なっているのが興味深かった」と話している。 

飯舘村は 2017年３月末、一部を除き避難指示が解除された。福島県教育委

員会は同校の生徒募集を停止しており、2020 年で閉校となる。以降は飯館

村での学校再開を目指している。飯舘村出身の３年高橋夏海さん（18）は、

「避難してから村は遠い存在になっているけれど、大切な場所。劇を見た人

が村や飯舘校のことを考えてくれればうれしい」と期待して語った。 
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